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主に医師国家試験の



▌国家試験がCBT化している国はまだ多くない

アメリカ，カナダ，韓国，台湾，インドネシア…くらい？

▌CBT化していてもIRTを利用していない国も（韓国・台湾）

試験問題を公開しているため項目の再利用ができない

韓国では項目分析にのみ使用している？

▌適応型の出題をしている国もわずかに存在（オーストラリア）

▌どの国でも画像を使ったマルチメディア問題は出題されている

音声・動画はまだ多くなさそう
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医師国家試験のCBT化サマリー海外のCBT

令和４年度第１回医道審議会医師分科会医学生共用試
験部会 参考資料2-1
https://www.mhlw.go.jp/content/10803000/00093
2162.pdf

分担研究報告書「医師国家試験の CBT 化のための研
究」
https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/20220
3011A-buntan6_0.pdf

韓国国家試験 SBT に関する報告書 2016
https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/2016/163011/20162
0045A_upload/201620045A0012.pdf

プールした問題を業者が横流しした

ことが問題視されたため，らしい（韓国）

いくつかの代表的なCBTを紹介していきます

https://www.mhlw.go.jp/content/10803000/000932162.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10803000/000932162.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202203011A-buntan6_0.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2016/163011/201620045A_upload/201620045A0012.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2016/163011/201620045A_upload/201620045A0012.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2016/163011/201620045A_upload/201620045A0012.pdf
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/2016/163011/201620045A_upload/201620045A0012.pdf


▌３つの試験で構成
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

出題形式 設問数 得点開示

Step 1 基礎医学 多肢選択
60分×7ブロック

最大280問
Pass / Fail

のみ*

Step 2
CK

基礎
臨床医学

多肢選択
60分×8ブロック

最大318問
100-300点

Step 3
総合的

臨床プロセス

Day 1 多肢選択
60分×6ブロック

232問

100-300点

Day 2

多肢選択 180問

ケース
シミュレーション

13ケース
各ケース10-20分

*Fail時のみ大まかな得点が

開示される



多肢選択

ホームページから

お試し可能
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

左から「臨床検査の基準値」「メモ」「電卓」「色反転」「文字拡大」



特徴的な出題形式（多肢選択）

▌インタラクティブな項目

聴診器を動かすことで異なる音を聞くことができる 

▌連続した項目セット（共用試験のタイプW, Qに相当）

前の項目に解答しないと次の問題を見ることが出来ない

次の項目に移動すると、前の項目の解答はもう変更できない

▌資料読解 (Drug ad format / Abstract format)

薬の広告や論文の抄録など（を模したもの）から

必要な情報を見つける問題 
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ



▌Step3：ケースシミュレーション
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

状況設定

バイタルサイン

過去の記録



▌ケースシミュレーション
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

何をするか選ぶ

自由記述で入力
（検索する）

オーダーを選ぶ
（2300種類ほど）

Clauser et al. (2016)

患者を移動させるなにか起きるまで

時間を進める

身体検査 オーダー



▌ケースシミュレーション
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

選んだオーダーに
応じて結果が得られる

この流れを（場合によっては並行しながら）繰り返す



▌ケースシミュレーションの評価方法の設計

1. 複数領域の数人の専門家による合議

受験者と同じだけの情報を与えられた状態で，考えうる「良い行動」「悪い行動」を決める

▲ 異なる領域からの様々なアプローチを検討する必要があるため

2. 各行動のレベルを定める

• 「良い」: (most / more / least) important

• 「悪い」: (nonharmful / risky / extremely dangerous)

3. 加点／減点ポイントを決める

• とった行動（相対的なメリットに基づいて決定）

• 行動の順序（Aより先にBを行っていたら加点，など）

• 行動の組み合わせ（AとCを両方オーダーしていたら加点，など）

• 行動のタイミング（ケース開始後1時間以内にCを行っていたら加点，など）

10

United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

CCS開始時のものです。現在も同じであるか詳細は不明です。
Clyman SG, Melnick DE, Clauser BE. Computer-based case simulations from 

medicine: assessing skills in patient management. In: Tekian A, McGuire CH, 

McGaghie WC (eds). Innovative Simulations for Assessing Professional Competence. 

Chicago, IL: University of Illinois, Department of Medical Education, 1999



▌ケースシミュレーションの評価得点の決定

2種類のアプローチを組み合わせている？

1. 回帰式ベースの方法

複数のテストケースに対して複数人の専門家が1-9で評価

 これを目的変数として，「良い行動」「悪い行動」の個数（レベル別）と，最も重要な行動をとっ

たタイミングを用いた回帰式を作成する

2. 特定の行動パターンについては個別に得点を決定する
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

CCS開始時のものです。現在も同じであるか詳細は不明です。
Clyman SG, Melnick DE, Clauser BE. Computer-based case simulations from 

medicine: assessing skills in patient management. In: Tekian A, McGuire CH, 

McGaghie WC (eds). Innovative Simulations for Assessing Professional Competence. 

Chicago, IL: University of Illinois, Department of Medical Education, 1999

Clauser, Brian E., et al. “Development of Automated Scoring Algorithms for Complex 

Performance Assessments: A Comparison of Two Approaches.” Journal of 

Educational Measurement, vol. 34, no. 2, 1997, pp. 141–61.

【余談】

最初期にはシンプルな方法として，単純に加点／減

点ポイントの和を取る方法や，各ポイントを独立した

「項目」とみなしてIRT（項目識別力のない：ラッシュ

モデル）を行う方法などが考えられていましたが，こ

れらの方法では，行動の重要度に基づく重み付けが

できなかったり，複数の行動の組み合わせを十分に

考慮できないといった理由から，上述のアプローチ

に決定したようです。



▌結果の開示
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United States Medical Licensing Examination (USMLE)アメリカ

Pass / Fail
（以下はStep 1合格時以外）

得点

合格ラインと受験者の相対的な位置

得点分布

標準誤差に基づく得点の範囲

（個人内での相対的な）得意不得意（Step 1以外）



▌Integrated National Board Dental Examination (INBDE)

歯科医師として働くための資格を得るために必要な共通試験

問題フォーマットは普通の多肢選択
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歯学系の試験アメリカ

デモグラフィック
情報

主訴

背景情報
通院の記録など

現時点で
わかっている情報
（検査結果など）

Patient Box (統一フォーマット)

Dental Chart



▌大学卒業時点で受験するCBT

（海外から来る場合は、これとは別にNACと呼ばれるOSCEを受験する必要あり）

▌2部構成

1. Multiple-Choice Questions (210問、最大4時間)

• 3から5択

• ブロックに分かれていない  とにかく制限時間内に全210問を解く

2. Clinical Decision Making (38症例65-75問、最大3時間半)

▌いずれもパイロット問題を含む

「良い」問題であれば採点に含まれるらしい
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Medical Council of Canada Qualifying Examination (MCCQE)カナダ



2. Clinical Decision Making 

与えられたケースをもとに

• 臨床情報を引き出す (Elicit clinical information)

• 診断の手続きを指示する (Order diagnostic procedures)

• 診断または治療を行う (Make diagnoses OR Prescribe therapy)

回答方法は2種類

• Short-menu：大量の選択肢(6-30)から適切なものを選ぶ

• Write-in：短答の自由記述解答
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Medical Council of Canada Qualifying Examination (MCCQE)カナダ
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（補足）CDMの問題例

Short menu
Write-in



▌実施形態（管理はプロメトリック社）

テストセンター

プロメトリック社のテストセンターで用意された端末から受験

遠隔地受験

ProProctor によるリモート試験監督を利用する方法

• テストセンターでなくても、受験者本人の端末からいつでも受験可能

• 受験開始前に、カメラで室内を確認

• 受験中も、他の人が入室しないかを常時監視
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Medical Council of Canada Qualifying Examination (MCCQE)カナダ

https://www.prometric.com/proproctor
https://www.prometric.com/proproctor
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ProProctor

https://www.prometric.com/proproctor
https://www.prometric.com/proproctor


▌得点について

100点から400点の間にスケーリングされる

スケールは2018年度受験者集団での平均が250点、標準偏差30点になるように設定

226点を超えていれば合格 (基準は3-5年程度で再検討される)

↑Bookmark法 (およびHofstee法) によって決定

直近では2018年に基準・得点スケールの変更を行っている

 2018年以前の結果との経年比較はできない

▌項目の特性について

項目反応理論（ラッシュモデル or 部分採点モデル）に基づき困難度を推定
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Medical Council of Canada Qualifying Examination (MCCQE)カナダ



▌結果の開示

最終スコアと領域ごとの大まかな得点程度しか開示されなさそう
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Medical Council of Canada Qualifying Examination (MCCQE)カナダ

※灰色は「2018年度受験者（基準集団）における合格者の平均点」



▌医療系の各職種のための国家試験

医師・歯科医・臨床検査技師・救急救命士など

▌2011年頃よりCBT化の検討が進められた

▌2020年より，医師国家試験がタブレットで実施されるように

 Smart device based test (SBT)と呼んでいる

2022年1月にKorean Medical Licensing Examination (KMLE) が初めてCBT実施された？ (Lee, 2022)

▌ CBTと比較したSBTのメリット

実施環境の制約がより少ない（デスクトップより設置しやすい）

手書き回答がしやすい（ただし未導入）
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保健医療人国家試験韓国

https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/2017/173011/201721050A_uplo
ad/201721050A0007.pdf

https://doi.org/10.3352/jeehp.2022.19.1


▌実施環境
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保健医療人国家試験韓国

https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/2017/173011/201721050A_uplo
ad/201721050A0007.pdf

解答用タブレット自体は
ネットワークに接続されていない



▌国内の医学部学生が受ける試験

海外から来る場合は別の試験を受ける必要がある（PLAB、こちらは紙筆式＆OSCE）

2024年度から医学部の学位取得要件になっている

▌２つの試験からなる

1. The applied knowledge test (AKT)

▲ 多肢選択のCBT

2. The clinical and professional skills assessment (CPSA)

▲ OSCEのこと

▌Constructed centrally, delivered locally

AKTについては，項目プールはMedical Schools Council (MSC)が作成し，

具体的な出題項目やフォーマットなどは各大学が設計→GMCによる認証を受ける形
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Medical Licensing Assessment (MLA)イギリス



▌測定される領域

 MLA content mapに掲載されている

大きく分けると3つのテーマ、6つの領域
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Medical Licensing Assessment (MLA)イギリス

【テーマ】
1. Readiness for safe practice
2. Managing uncertainty 
3. Delivering person-centred care

【領域】
1. Areas of clinical practice
2. Areas of professional knowledge
3. Clinical and professional capabilities
4. Practical skills and procedures
5. Patient presentations
6. Conditions

領域ごとに

細かい項目が

決められている

https://www.gmc-uk.org/-/media/documents/mla-content-map-_pdf-85707770.pdf


▌試験の標準化

MLAのフレームワーク・要求を満たすように，各医学部が試験を作成→認証

【例】

• Describe the approach to scoring candidate performance at item level and 

overall, including any score conversions and rounding protocols.

• Describe and demonstrate how the post-test analyses feed into decision-

making and quality improvement.

▌実施プラットフォームも統一されている

Exam-Writeというものを自身で作成した

テストの作成・実施などMLAのために必要な機能を備えたシステム
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Medical Licensing Assessment (MLA)イギリス

点数換算や四捨五入のプロトコルを含め、受験者のパフォーマンスを項目レベルおよび総合的に採点する方法を説明すること。

試験後の分析結果をどのように意思決定や品質改善に反映させるかを説明し、実証する。

https://www.gmc-uk.org/education/medical-licensing-assessment/uk-medical-schools-guide-to-the-mla/framework
https://www.gmc-uk.org/education/medical-licensing-assessment/uk-medical-schools-guide-to-the-mla/framework
https://www.exam-write.com/
https://www.exam-write.com/
https://www.exam-write.com/


▌USMLE Step2 CS (Clinical Skills; OSCE) が2021年に廃止

もとはコロナ禍のせい  より良い試験を作成するために1年以上中断

しかし結局完成しないまま廃止が決定された 

▌臨床技能はどのように評価するのか？

アナウンスメントによれば，ケースシミュレーション（Step3）およびコミュニケーション

問題（Step1で強化）によってある程度測定されている，としている

 （少なくともアメリカでは）OSCEが担っていた一部はCBTで代替可能と思っている？

▌臨床技能評価の拡大は世界的な流れ (Swanson & Roberts, 2016)

CBTで臨床技能評価ができればコスト面などで大きなアドバンテージ
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知識以外のものをCBTで測定できるのか？CBT

より長い時間をかけて革新的な測定を作るため

https://doi.org/10.1111/medu.12810


▌Millerのピラミッド (Miller, 1990)
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どの段階で，どこまでを担保するか？OSCE

(Ramani & Leinster, 2008)

OSCE以外の方法で

ここをどう担保するか？

① (US) Step 3 CSのような

リアルなシミュレーション

② DOES, KNOWS HOWに

統合しながら精緻化させる

OSCEはコストや運用面の

問題があるとはいえ……

https://journals.lww.com/academicmedicine/abstract/1990/09000/the_assessment_of_clinical.45.aspx
https://doi.org/10.1080/01421590802061613


▌Millerのピラミッド (Miller, 1990)
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どの段階で，どこまでを担保するか？OSCE

(Ramani & Leinster, 2008)

対面形式での評価を強化

 臨床実習（WBA）による

 評価の徹底

通常の多肢選択型など

学んだ知識の運用を問う

 高度な出題形式・臨床推論 (SCT) 

オンライン面接形式など

https://journals.lww.com/academicmedicine/abstract/1990/09000/the_assessment_of_clinical.45.aspx
https://doi.org/10.1080/01421590802061613


▌いくつかの国ではOSCEに相当する試験が廃止の流れに

コロナ禍を経て，会場での対面実施が困難に

▌かつて実施されていたOSCE形式試験

【アメリカ】 USMLE Part 2 CS (Clinical Skill)

試験会場は全米で5都市のみだった

廃止後は，コミュニケーション能力を担保するため，海外の学生はOET (Occupational 
English Test) において一定以上の得点が要求されている

【カナダ】 MCCQE Part II

廃止後は，12ヶ月の卒後臨床研修のみでOKとなった （ 元々はPart II受験資格）

ただし海外の学生はOSCE形式の別の試験（NAC）を通過する必要がある
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ペーパーテストでは測れない臨床技能評価OSCE

海外に目を向けると，米国，カナダ，ドイツ，台湾，韓国，インドネシアでは
OSCEを用いるなどの実技試験が医師国家試験として実施されている。
https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2017/PA03215_01←2017年時点での情報

最も早く，1992年に国家試験に導入された

https://www.usmle.org/work-relaunch-usmle-step-2-cs-discontinued
https://www.ecfmg.org/certification-pathways/
https://oet.com/
https://www.ecfmg.org/news/2021/01/26/usmle-program-discontinues-step-2-cs/
https://mcc.ca/examinations-assessments/nac-examination/
https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2017/PA03215_01
https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2017/PA03215_01
https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2017/PA03215_01
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/46/2/46_171/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/46/2/46_171/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/46/2/46_171/_pdf/-char/ja


▌Dental Licensure OSCE (DLOSCE)

一部の州で働くために必要な臨床技能評価の試験

OSCEといいつつ，中身は基本的に多肢選択

ただし選択肢が多いものや，その中に正答が複数ある問題も
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歯学系の試験アメリカ

Patient Box 複数選択可

0.25点

0.75点

一つでも選んだら

問答無用で0点



▌Dental Licensure OSCE (DLOSCE)

Prescription Task
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歯学系の試験アメリカ



▌Dental Licensure OSCE (DLOSCE)

自分で操作できる３Dモデルを使って答える問題もあるらしい
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歯学系の試験アメリカ

https://training.prod.prometric.mindgrb.io/PRC/PRC_TestScene/index.html
https://training.prod.prometric.mindgrb.io/PRC/PRC_TestScene/index.html
https://training.prod.prometric.mindgrb.io/PRC/PRC_TestScene/index.html


CX （Clinical eXamination） またはWBA (Workplace Based Assessment)

▌条件次第ではオンラインでも受験可能
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IMGsのための試験オーストラリア

MMMに基づいて，都市部から離れている人ほど

優先的にオンライン受験が可能

「手技」以外の部分については

対面形式と同じになるように設計

https://www.amc.org.au/pathways/standard-
pathway/amc-assessments/clinical-examination/

（どうやらZoomを使っている）

https://www.health.gov.au/topics/rural-health-workforce/classifications/mmm


AKTと同様に，各大学が作成した試験の質をGMCが担保する

▌質が担保されている（例：領域をきちんと網羅できている）ならば，ステーション

数や実施時間についても統一された決まりは無い

▌CPSAの形式はOSCEに限らず，

• Objective Structured Long Examination Record (OSLER)

 OSCEと比べると，1つのケースに長時間取り組む形式

• Practical Assessment of Clinical Examination Skills (PACES)

 OSCEよりも高度なスキルを評価する，らしい
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Clinical and professional skills assessment (CPSA)イギリス

イギリスの大学院レベルの試験 (MRCP(UK) 

Part 2)では，PACESが最後のステップ

https://www.gmc-uk.org/-/media/documents/guidance-to-assessment-providers-on-creating-a-submission-against-the-cpsa-requirements_pdf-84741760.pdf
https://www.gmc-uk.org/-/media/documents/guidance-to-assessment-providers-on-creating-a-submission-against-the-cpsa-requirements_pdf-84741760.pdf
https://www.tandfonline.com/doi/abs/10.3109/01421599709019339
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC1125602/
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC1125602/


▌【台湾】 National OSCE

国家資格・公務員試験を管轄している考試院による実施

知識試験を受けるための前提条件として設定されている

▌【韓国】

CPX（10分×6）とOSCE(5分×6)が課される

全ての受験生が国立国家試験院にて受験，例年9月から11月まで行われる

▌【ドイツ】

国家試験ではOSCEではなく，実際の患者協力のもと，医療面接・身体診察を行う

OSCE形式はカリキュラム評価には用いられている模様
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その他の国のOSCEOSCE

https://www.mext.go.jp/content/20211021-mxt_igaku-000018634_8.pdf
https://www.eiken.co.jp/uploads/modern_media/literature/P30-39.pdf
https://www.eiken.co.jp/uploads/modern_media/literature/P30-39.pdf
https://www.eiken.co.jp/uploads/modern_media/literature/P30-39.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/45/3/45_193/_pdf
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/27813044/


▌特徴的な形式

【イギリス】1つのシナリオに関する連続した複数のステーション

【カナダ】SPだけでなく看護師・同僚医師とのコミュニケーションが必要な課題もあった

▌模擬患者（SP）

【イギリス】模擬患者だけでなく，実際の患者に協力してもらうことも可能

【韓国】俳優や実際の患者を雇いトレーニングしている
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各国の特徴について備考OSCE

令和4年度 厚生労働省事業OSCE海外調査班報告書
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